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＜点   鐘＞  会長 平林 英一 
＜ロータリーソング＞  奉仕の理想 
 
 
＜会長の時間＞  会長 平林 英一 
 

10 月 22 日.23 日に地区大会に参加して頂いたみなさんご

苦労様でした。 

 高山中央ロータリークラブ設立以来、21 年目にして初

めて二日間の大会にめいっぱい参加しました。 

 この二日間に参加、協力して下さった会員の皆様、本当

にありがとうございました。 

 一日目は、会長賞と地区表彰の二つを受け、私は二度も

登壇しました。とても誇れることだと思います。清水直前

会長をはじめ、前年度の役員の方の功績であり、感謝申し

上げます。今年度もＲＩ会長賞に向けてみなさんご協力の

ほどよろしくお願いします。 

 シンポジウムでのパネルディスカッションでは、永家地

区青少年副委員長と石原校長先生が堂々たる意見発表を

し、頼もしく感心しました。永家さんはもっと話したかっ

ただろうと思いました。高山中央ロータリークラブの出前

講座を活かしてのこのシンポジウムは大成功だったと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二日目の大会においては、「女性の品格」の著者で昭和

女子大教授の坂東真理子氏の「支援社会を支える」の記念

講演がありました。我々団塊の世代の子供たちに対する危

機感を感じ取りました。 

 最近マスコミ等でもよく取り上げられている内容だっ

たと思います。少子高齢化の進む現代において、若者の正

規雇用に就けない人の増加と、結婚しない人の 20年後は、

どうなるかと、とても不安な思いにかられました。 

日本は国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、

2030 年には 50 歳男性の非婚者が 30％、女性が 23％を占

め、また、単身世帯率が 37％と発表されています。 

結婚して家族を持つことが、普通だと思う価値観が壊れよ

うとしています。 

世界経済の破たんが、家族、人との絆まで壊す世の中、ど

うしたらよいのだろうか。政治の責任だけとは言えないこ

とは皆わかっていても答えは見つからない。皆さんは、ど

う考えますか。我々老後の心配より、青少年の将来を考え

なければ明日はないかもしれません。 

 

 

 

＜幹事報告＞      幹事 新宮 一郎 
 

◎国際ロータリー第２６３０地区ガバナーより 

・義援金について 

・ロータリーレートのお知らせ 

 １１月 1＄＝７８円 

○高山ロータリークラブより 

・例会場変更のお知らせ 

１０月２７日から１２月８日まで 

高山グリーンホテル 

＜会報＞ 

・高山ＲＣ ・可茂ＲＣ 

 

 

 

＜地区大会報告＞ 

 

坂家 賢司 会員 
 

10月 22日～23日 四日市市民文化会館にて盛大に行われ

ました。 

13：00から 17：30までの時間の中、たくさんのプログラ

ムがありましたが、この日の一番印象は高山中央ロータリ

ー、永家将嗣先生をパネラーとして迎えたシンポジウムだ

ったと思います。 

基調講演では、前鈴鹿市教育長 水井 健次氏が担当され、

テーマ「キャリア教育の意義と実践」について語られまし

た。 

少子高齢化の中、子供達は国の宝である。 

◆会長  平林 英一   ◆幹事  新宮 一郎   ◆会報委員長 岩本 正樹   ◆会報担当 道下 利一 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

899 回 
49 名 49 名 43 名 － 87.76% 

前々回 

897 回 
49 名 49 名 43 名 1 名 89.80% 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2011～2012年度 高山中央 RC会長テーマ 

「人として生きる」 

＜出席報告＞ 創立 1991年 5月 20日 

◇事務局  高山市花岡町 1-15 丸越商事 4Ｆ 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例会場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例会日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 
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キャリア発展や個々の自立を促すことにより「生きる力」

を身に付ける事が大切であるとの話でした。 

まさに高

山中央ロ

ータリー

クラブで

力を入れ

ている出

前講座で

あります。 

 

改めて、

青少年育

成の大変

さと大切さを学んだ日でした。 

その他、パネラーにはトランペット奏者の中村様、白川中

学校長の石原様がお見えでしたが、特に石原校長の話には

感銘を受けました。積極的に外部講師を招き、子供達に勤

労観、職業観を実感させているとの事。 

私もこんな先生から学べば、もっとよい人生を味わえたか

な、なんて思いました。 

 

都竹 太志 会員 
 

地区大会に行って来ました。どの団体でも 1年に1回、様々

な大会が開催されます。本来、同士として皆が出られれば

良いのですが、実際には役員を中心に数名が参加するのが

常かと思います。私も会員増強委員長という事で、出席要

請がかか

り参加さ

せて頂き

ました。

大会のど

の部分に

対して、

出席要請

が掛かっ

ているの

かわかり

ませんで

したが、2日間の出席は無理なので 1日目だけでお許し頂

きました。 

さて、石井ガバナーの点鐘で大会 1日目が始まりました。

１日目はＲＩ表彰等表彰・奨学生のスピーチ、そしてガバ

ナーたってのシンポジウムがメインでした。『次世代を担

う子供の教育こそが第一』とお考えの石井ガバナーの意向

に沿った素晴らしい初日かと存じます。 

ＲＩ表彰は別としまして、奨学生のスピーチが始まり、２

人まではさすがはロータリーだなと感じました。しかし、

３人目・4人目となると、失礼ではありますが、飽きも出

てきました。そして、先般の例会（１０月１７日米山奨学

委員会の例会）で、言い方は違いますが、米山奨学生はあ

しながおじさんではなく、中流家庭以上の優秀な人材に投

資する、というお話が頭をよぎりました。私は当ロータリ

ーに入ってから、当ロータリーが支援している（？）飛騨

慈光会から案内を頂き、今年で２回目ですし少額ですが、

寄付をさせて頂きました。よく理解していないのですが、

山ゆり学園等他にも目的ごとに様々な施設が、身近にあり

ます。これらの施設への寄付はクラブごとの活動としてな

ら有意義なことなのでしょうが、ロータリーの趣旨からす

れば外れた物になります。優秀な人材を更に優秀な人材に

する為の支援は大切な事だと思います。しかし、奨学生の

輩出・受け入れを行っていない当クラブに所属する私にと

っては、奨学生のスピーチの時間の割き方は非常に長時間

に感じましたし、職業奉仕を第一目標にロータリーは発足

し、活動している事を学んできた私にとっては非常に違和

感を感じるものでした。詳細は解りませんが、古川ライオ

ンズは解散し、地元に特化した支援活動を行っております。

私どもが拠出したお金は地元ではなく、有効活用はされて

いるのでしょうが、知らない所に飛んで行ってしまってい

ます。会員増強委員の立場から、今後の勧誘活動の中で何

をうたっていったらいいのでしょう？どのクラブに入ろ

うか悩んでみえる方は当クラブの素晴らしさをうたえば

いいでしょう。でも真っ白な方にロータリーに勧誘するた

めのヒントが私には全く見つかりません。景気が悪い悪い

と皆さんが言う中で、私には奨学生よりも身近な物しか見

えてきません。委員長になって４カ月が過ぎます。この悩

みをもったまま、期待されている私よりも若い方々をどの

ように勧誘したら良いのでしょう。以上、出席要請者であ

った私はますます悩みつつ帰途に着きました。 

 

下田 徳彦 会員 
 

先週２２日～２３日、四日市で開催された２６３０地区大

会に行って参りました。本日の５名の報告者の中では唯一

団体行動で２日間過ごしましたので、全体的な流れと特に

印象に残っている事について報告させていただきます。 

まずは全体的な流れでは、今回の移動バスは４０～５０人

乗りの大型バスでしたが、行きは１０人、帰りは１４人で

したので、移動についてはとても快適でした。特に渋滞も

なく会場には予定通りの時間に到着でき、会場にてお茶の

もてなしを受けている所に数名の方々と合流しました。そ

して大会初日の事業が開催されました。石井ガバナー、RI

会長代理のあいさつ・・・一連のセレモニー、表彰式の後、

初日のメインプログラムであるシンポジウムが開催され

ました。水井健次氏の基調講演「キャリア教育の意義と実

践」の後パネルディスカッション「青年よ、ロータリアン

よ大志をいだけ」が開かれ、永家地区青少年育成副委員長、

石原白川中学校長がパネリストとしてステージに立たれ

ました。

会場から

の質問な

どもあり、

とても有

意義な討

論会でし

た。初日

のプログ

ラム終了

後、一路

名古屋錦

に移動し懇親会を行いました。２次会からは剱田ガバナー

補佐も合流し大いに盛り上がりました。翌朝は８時前には

宿泊ホテルを後にし、大会会場へ向かいました。大会２日

目は大入道のカラクリから始まり、大会セレモニーの後、

「支縁社会をつくる」のテーマで昭和女子大学学長の坂東

眞理子女史の記念講演がありました。無事２日間に渡る会

議が終了し、会場移動し大懇親会に入り、ご当地 B級グル

メ「四日市とんてき」をはじめとする多くの料理が振舞わ

れ、大いに盛り上がり、その余韻を残したまま帰路に就き

ました。帰りも順調で６時前には高山に到着しました。 

次に特に印象に残っている事については、まずは初日に開

催されたパネルディスカッションにて永家さん、石原校長

がパネリストとして登壇し、当クラブの活動を多くの方に

広く PRできた事です。特に永家さんの明瞭かつ堂々とし

た話しぶりには、本当に感動いたしました。また基調講演
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された水井さんもパネリストでしたが、本当に教育に熱心

な方で、自分に意見を振られると、立ち上がって意見を述

べられる程、その情熱さを感じることができました。また

２つの大きな表彰を受賞したことも大変印象に残ってい

ます。平林会長が壇上にて表彰され、その後高山中央ロー

タリーの活動について報告されました。良かった印象とは

逆に悪かった印象もあります。２日間を通してひとつ残念

だったことがあります。最後の大懇親会では会場いっぱい

を埋め尽くす多くの方々が集まりましたが、乾杯のあいさ

つ前に、司会者の言葉を聞かず目の前の飲食をするメンバ

ーばかりだった事、その状況を正そうともしない雰囲気だ

った事が、教育に携わっている団体の行動としては、少し

恥ずかしく思いました。 

最後に地区大会を通して、いろんな場面で当クラブが紹介

され、事業活動を PRでき、高い評価を受ける事が出来た

と思います。大会参加にあたり新宮幹事の参加者への気配

り、途中途中の時間調整等 ・々・・本当にお疲れ様でした。 

 

永家 将嗣 会員 
 

みなさんこんにちは、私は地区大会の第 1日目のみの参加

でした。 

当日のシンポジュウムが私の所属する地区青少年育成委

員会が担当しました。構成は 2部構成で 1部は前鈴鹿市教

育長の水井先生の基調講演でテーマ「キャリア教育の意義

と実践」と題されてお話をいただきました。内容としては

今日本は政治基盤が不安で、少子高齢化・超円高・デフレ・

財源不足・原発問題等の難題を抱えグローバルな世界経済

の中でやがて日本は沈没するのではないかと心配する向

きもあり、この世界の日本を見る厳しい目という現実をし

っかり受け止める必要があり、このようなピンチの時こそ

人材育成が必要です。 

 

しかし現状は青少年の自己肯定感の低さ、慢性的な疲労感

やあきらめ、集中力の欠如などが見られるという指摘もあ

ります。これらの難題を克服するには学校の「座学」だけ

ではなくキャリア教育によってスポーツ体験、自然体験、

職業体験、福祉体験等をとおして、いろんなチャンスを与

えやる気を起こさせる事が大切になってくる。そんな中で

鈴鹿市として 11年度から職場体験を実施し 15年からロー

タリークラブの発案で職場体験前後に講師派遣事業とし

て「おじさん先生」の取り組みを行ってきた。これからロ

ータリークラブの皆さんに期待する事はお一人お一人が

子どもと真剣に向き合って頂き働きかけて頂ければ子ど

もたちはきっと大きな志、夢を持ってくれると思います。

というような内容でした。続いて 2部では水井先生・中村

さん（夢工房）・石原先生（白川中学）・永家によるパネル

ディスカッションを行い鈴鹿方式と高山中央 RC方式につ

いてお話ししました。 

 

剱田 廣喜 会員 
 

地区大会の目的は、親睦、鼓舞・激励する講演、ロータリ

ークラブと国際ロータリーの重要課題の討議を通じて、ロ

ータリーの綱領を推進することです。地区大会では、ロー

タリーのプログラムや、地区とクラブによる諸活動や成功

例が紹介されます。地区大会は、ロータリアンにとって感

動と祝賀ムードにあふれた行事であるとともに、親睦活動

を楽しむことのできる機会でもあります。 又地区大会は、

地区最大のお祭りと言う考え方もあります。高山中央ＲＣ

は、その年度を代表する会長・幹事・理事・新会員等が揃

って参加をし、その年度の結束をかため、親睦を深め、会

長が掲げた目標に向かう為、一同が一つになることを目的

としています。その為には、クラブの世話役であります幹

事が参加者のコミ二ケーションを盛り上げる為、気を使い

ます。平林会長・新宮幹事、お心ずかい有難うございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2011～２０１２年度地区大会】 

【地区大会会場】 
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＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

10/22～10/23 地区大会に出席頂いた皆様、ご苦労様でし

た。本日は、地区大会報告例会です。スピーチの代表の皆

様よろしくお願いします。 

       理事・役員一同 

 

先日の地区大会第１日目のシンポジウムには、たくさんの

会員さんに参加頂きありがとうございました。夜のスケジ

ュールの関係上、幹事を筆頭に退席される様子がステージ

の上から見えました。また、結婚記念日お祝いを頂きあり

がとうございました。           永家 将嗣 

 

身内に健康でない家族が急に出ると大変。一人でなく二人

が三人となり、大変さは二乗、三乗となり好きなゴルフや

麻雀は休眠状態。健康が一番だと実感する日々です。 

 足立 常孝 

 

 

 

先日の地区大会ご苦労様でした。永家さん、パネルディス

カッション良かったです。ＤＶＤに私、後姿が放映されま

したのでニコニコへ。また、10/29長女の結婚式を無事終

えることができました。感謝・感謝。 田中 雅昭 

 

地区大会、お疲れ様でした。名古屋では言ったことのない

所に連れて行って頂ありがとうございました。また、昨日

はゴルフで大たたきしましたのでニコニコへ。 

 高木 純 

 

昨日、○○○後援会の役員懇親会が盛況で素晴しい会でし

た。会員増強にも強力して頂きありがとうございました。

 平林 英一 

 

昨日、私ごとの会合があり、平林会長をはじめ、高山中央

ＲＣのメンバーにも多くお出かけ頂けました。二日続けて

マーボー豆腐！すいません。 高殿 尚 

 

【ＲＩ表彰「2010～2011 年度会長賞」】 【ＲＩ表彰受賞クラブ】 

【パネルディスカッション】 【地区表彰「意義ある業績優秀賞」】 


